
編集部「都市農業の現在」
甲斐良治「都市的農業の時代」

牧野征一郎「新鮮・高品質が拓く東京野菜の未来」

内田雄二「江戸東京野菜でまち興し」

鈴木英次郎「家族で六次産業化」

小泉　勝

古在豊樹

飯田　洋

水落重富

古賀邦雄

沖　大幹

坂本貴啓

「命のバトンを練馬でつなぐ」

「植物工場の可能性　ハイテク技術の農的活用」

「都市と里山・里海をつなぐ千葉自然学校」

「共同経営でかなえた儲かる農家モデルと循環システム」

「水の文化書誌児童文学にみる農業用水開削の偉業」

「わたしの里川一里川幻想揺藍」

「GoJGoJlO9水系145のしずくがつくる旭川」
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■水の文化47号予告

特集「橋」（仮）
さまざまな場所に架けられた橋は、橋渡しと

いうように何かと何かをつなぐ役割を果たし

ています。何をつないでいるのか、ナゼつな

いでいるのかを探っていきます。

『水の文化』に関する情報をお寄せください

本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水とのかかわり」に焦点

を当てた活動や調査・研究などを紹介していきます。
ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる地域に根差し

た調査や研究などの情報がありましたら、自薦・他薦を問いませんので、

事務局まで情報をお寄せください。

ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください

http：／／www．mizu，gr．jp／

水の文化バックナンバーをホームページで
本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。

すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用ください。

里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽しめる内容です。

今年度の企画についても、詳細は順次ホームページでご案内します。ご注目

ください。

2014年（平成26）2月

沖大幸手　東京大学生産技術研究所教授

古賀邦雄　水・河川・湖沼関係文献研究会

島谷幸宏　九州大学工学研究院教授

陣内秀信　法政大学教授

鳥越陪之　早稲田大学教授

中庭光彦　多摩大学准教授

後藤喜晃　新美敏之　松本裕佳　小林夕夏　原田朱野

賀川一枝　編集長　　小野田麻里　中野公力　賀川督明　撼影・デザイン

ミツカン水の文化センター
〒104－0033東京都中央区新川1－22－15茅場町中埜ビル4F

株式会社ミツカングループ本社

Tel．03（3555）2607　Fax．03（3297）8578

ミツカン水の文化センター事務局
〒104－0043東京都中央区湊3－4－10レジディア10F

Tei03（3552）7504　Fax．03（3552）7506
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編
集
後
記

◆
都
市
農
業
の
定
義
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
企
画
で
し
た
。
取
材
を
続
け
る

う
ち
に
、
そ
こ
で
現
実
と
向
き
合
い
知
恵
と
熱
意
で
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
る
人
た
ち
に
出
会
い
、
都
市
農
業
の
可
能
性
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
美
味
し
い
食
物
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
エ
ー

ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
後
）

◆
都
市
農
業
は
新
鮮
な
農
産
物
の
供
給
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
可
能

性
、
災
害
時
の
避
難
場
所
な
ど
、
様
々
な
機
能
と
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

市
民
農
園
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
は
人
気
を
博
し
て
い
る
が
、
多
く
は

事
業
の
継
続
性
か
ら
は
危
う
い
一
面
も
あ
る
。
生
産
・
加
工
・
流
通
と
、

小
規
模
同
士
の
連
携
・
分
担
な
ど
を
模
索
し
て
、
事
業
規
模
、
組
織
体
制

な
ど
を
拡
充
し
て
生
き
残
っ
て
も
ら
い
た
い
。
（
新
）

◆
小
さ
い
頃
は
家
の
周
り
の
山
を
よ
く
走
り
回
っ
た
。
そ
こ
に
は
家
庭
菜

園
よ
り
広
い
個
人
の
畑
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
我
が
家
の
畑

で
収
穫
し
た
野
菜
を
食
べ
た
。
今
は
畑
と
の
距
離
が
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
で
も
今
も
そ
の
山
は
開
発
さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
見
に
行
き
た
く
な
っ
た
。
（
ゆ
）

◆
　
「
細
々
と
」
と
い
う
先
入
観
を
抱
い
て
い
た
「
都
市
の
農
業
」
が
、
こ

ん
な
に
も
工
夫
と
情
熱
に
溢
れ
た
も
の
だ
と
わ
か
り
驚
い
た
。
母
校
の
小

学
校
で
は
、
毎
年
近
隣
農
家
の
協
力
を
得
て
、
児
童
に
サ
ツ
マ
イ
モ
作
り

を
さ
せ
て
い
た
も
の
だ
が
、
あ
れ
は
今
も
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
（
原
）

◆
1
つ
の
品
目
で
利
益
を
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
ロ
ン
グ
テ
ー
ル
的
な
要

素
を
都
市
農
業
に
み
た
。
同
じ
も
の
な
ら
な
る
べ
く
安
い
も
の
を
買
う
母

親
も
、
直
売
所
の
珍
し
い
も
の
に
は
お
財
布
の
紐
も
ゆ
る
む
。
多
種
多
様

な
小
規
模
生
産
の
集
合
体
に
は
、
そ
ん
な
魅
力
の
付
加
価
値
が
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
（
力
）

◆
区
民
農
園
が
人
気
で
す
。
リ
タ
イ
ア
世
代
の
方
が
実
に
楽
し
そ
う
に
土

を
い
じ
り
、
子
供
を
連
れ
た
マ
マ
に
種
の
蒔
き
方
を
教
え
た
り
、
収
穫
を

分
け
て
あ
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
緩
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
で
あ
る
事
も
、
都
市
の
農
地
の
大
事
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。
（
麻
）

◆
農
支
協
の
甲
斐
良
治
さ
ん
か
ら
「
農
地
の
評
価
は
時
代
背
景
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
て
き
た
」
と
教
え
ら
れ
た
。
世
の
中
に
は
不
易
流
行
、
変
わ
る

べ
き
も
の
と
変
わ
ら
ざ
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
見
極
め
は
非
常
に
難
し
い

が
、
何
年
経
っ
て
も
古
び
な
い
も
の
の
見
方
を
心
掛
け
た
い
も
の
だ
。
（
賀
）



慧撃効診療⑳受贈麿訝蓼Ⅷ

表紙上：EM農法で土づくりに力を入れている、東京・立川市の鈴木農園の直売所。〈天然酵母パンとカフェゼルコバ〉を始めてから、

直売所も口コミで大人気に。次々と栽培にチャレンジしている品種の選定は、長男の宮善さんが担当している。

表紙下：都市圏シニアの情熱が農業に向かっている。栽培自体の楽しさもあるが、仲間と一緒に汗を流すことも魅力の一つ。

裏表紙上：住宅に隣接している都市農地。農業への関心と理解は、おいしい野菜を食べ、つくっている人と顔見知りになることで、

育まれるのではないか。

裏表紙下右：農地に制約されない農産物栽培を開拓した植物工場。人工光の波長の調整も、開発にとって重要な要素だ。

裏表紙下左：江戸東京野菜栽培の達人、東京・小金井市の井上誠一さん。栽培にはハウスを活用し、江戸東京野菜の繊細な性質に対

応している。


